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１.夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであるか 

 

問３ 家庭生活において、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方があ

ります。これについて、あなたの考えに最も近いものを１つお選びください。  

 

▼ 「 夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」は賛成 40.3%、反対 45.0% 

 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方については、「賛成」及び

「どちらかと言えば賛成」の合計は 40.3%、「反対」及び「どちらかと言えば反対」の合

計は 45.0%であり、反対が賛成をやや上回っている。賛成が反対を上回っていた長崎県調

査（H26 年）と比べると、「賛成」と「どちらかと言えば賛成」が 5.6 ポイント減少し、「反

対」「どちらかと言えば反対」は 4.7 ポイント増加した。 

内閣府調査（R1 年）では反対が 59.8%となっており、本県は全国と比べると 14.8 ポイ

ント下回っている。 

性別にみると、賛成の比率は男性（44.6％）が女性（37.1％）を 7.5 ポイント上回り、

反対は女性（48.9％）が男性（40.7％）を 8.2 ポイント上回っている。 

 年代別にみると、40 歳代以上では年齢が上がるに従い、賛成が多くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであるか 

 

  
賛成

どちらかと言えば

賛成

どちらかと言えば

反対
反対 わからない 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％

1028 5.0 35.3 27.6 17.4 10.6 4.1

男性 408 5.4 39.2 26.5 14.2 11.3 3.4

女性 593 4.4 32.7 28.8 20.1 9.9 4.0

２０歳代 56 0.0 30.4 35.7 21.4 7.1 5.4

３０歳代 94 4.3 17.0 29.8 26.6 19.1 3.2

４０歳代 159 3.8 26.4 30.8 26.4 11.9 0.6

５０歳代 181 2.8 27.6 29.8 21.5 14.9 3.3

６０歳代 240 5.0 42.5 31.3 11.3 6.7 3.3

７０歳以上 279 7.5 45.5 20.1 11.8 8.6 6.5

結婚している 714 4.5 35.9 28.4 18.3 8.5 4.3

離別・死別 144 8.3 41.0 21.5 14.6 12.5 2.1

未婚 136 2.2 25.0 33.1 16.9 20.6 2.2

未

既

婚

別

年

代

別

表2-1　夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであるか

性

別

全　　　　体

人

標本数

長崎県調査（R1年）
（n=1028）

全体

（n=408） 男性

（n=593） 女性

長崎県調査（H26年）
（n=1090）

全体

内閣府調査（R1年）
（n=2645）

全体

5.0

5.4

4.4

35.3

39.2

32.7

27.6

26.5

28.8

17.4

14.2

20.1

10.6

11.3

9.9

4.1

3.4

4.0

（％）

7.1

7.5

38.8

27.5

26.0

36.6

14.3

23.2

10.9

5.2

2.9

どちらかと言えば賛成 どちらかと言えば反対 反対 わからない賛成

無回答
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２．家庭内での役割分担と意思決定 

 

問４ 結婚している人（未婚だがパートナーと暮らしている人を含む）へお尋ねします。 

あなたの家庭では家事の分担をどうしていますか。また、家計費の管理などについ

て最終的に決定しているのはどなたですか。（○は１つずつ）  

 

▼ 多くの家事を担っている「主として妻」 

 

結婚している人（未婚だがパートナーと暮らしている人を含む）に対して、家庭内での

役割分担について質問したところ、「高齢者の世話・介護」を除く全ての項目において「主

として妻」が最も多い。特に「食料品などの買い物」「食事のしたく」「食後の片づけ」「掃

除」「洗濯」といった家事においては「主として妻」との回答が約 5～7 割に上っている。

また、「育児」や「子どもの教育」に関しても、「主として妻」「どちらかと言えば妻」の割

合が高く、夫が積極的に関わっていない様子がうかがえる。 

 「地域活動への参加」については、ほかの項目と比べて「主として夫」「どちらかと言え

ば夫」の割合が高くなっている。 

 

 

図 2-2① 家庭内での役割分担と意思決定≪家事等の分担≫ 

 

 

子どもの教育

PTA（学校行事など）への参加

地域活動への参加

高齢者の世話・介護

食料品などの買い物

食事のしたく

食後の片づけ

掃除

洗濯

育児

2.8

1.1

2.7

2.1

2.8

0.0

0.3

1.3

8.1

1.3

2.0

1.8

4.6

3.8

3.1

0.4

2.8

3.8

19.0

2.7

12.7

5.9

12.9

13.2

9.4

11.6

18.3

9.4

20.7

11.6

19.2

13.7

18.2

21.8

15.1

19.9

21.6

14.6

16.1

15.0

60.1

73.7

57.0

54.3

64.7

38.7

28.2

39.6

21.7

21.3

0.8

1.0

1.8

1.1

1.5

0.1

0.3

0.4

1.4

1.0

0.3

0.3

0.1

0.4

0.3

23.7

23.1

25.6

9.4

41.7

2.1

2.5

2.7

3.2

3.1

5.6

5.5

5.3

3.5

5.5

（％）

主として夫

どちらかと

言えば夫

主として妻どちらかと言えば妻 その他の人

夫と妻が

両方同じ

程度

わからない

又は該当なし

無回答
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▼ 家計費の管理は「主として妻」が行う 

 

結婚している人（未婚だがパートナーと暮らしている人を含む）に対して、家庭内の最

終的な意思決定について質問したところ、それぞれについて最も多い回答は「家計費の管

理」については「主として妻」が 51.8%、「土地、家屋の購入」では「主として夫」が 24.8％、

「子どもの教育方針や進路」では「夫と妻が両方同じ程度」が 40.8%、「介護問題」では

「分からない」が 42.9%であった。 

 

 

図 2-2② 家庭内での役割分担と意思決定≪最終決定者≫ 

  

家計費の管理

土地、家屋の購入

子どもの教育方針や進路

介護問題

6.6

24.8

1.5

2.4

9.1

18.8

6.2

3.5

11.6

23.2

40.8

22.1

16.4

2.5

13.4

13.0

51.8

3.9

9.7

10.8

0.4

0.4

0.3

0.7

0.7

22.3

23.2

42.9

3.4

4.1

4.9

4.6

（％）

主として夫 どちらかと

言えば夫 主として妻
どちらかと

言えば妻 その他の人

夫と妻が

両方同じ

程度

わからない

又は該当なし

無回答
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主
と
し
て
夫

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
夫

夫
と
妻
が
両
方
同
じ
程
度

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
妻

主
と
し
て
妻

そ
の
他
の
人

わ
か
ら
な
い
又
は
該
当
な
し

無
回
答

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

全体 714 2.8 2.0 12.7 19.2 60.1 0.8 0.3 2.1

男性 319 3.8 2.2 16.3 23.8 50.8 0.9 0.6 1.6

女性 392 2.0 1.8 9.9 15.3 67.6 0.8 0.0 2.6

全体 714 1.1 1.8 5.9 13.7 73.7 1.0 0.3 2.5

男性 319 1.9 2.8 7.5 16.6 67.1 0.9 0.6 2.5

女性 392 0.5 1.0 4.6 11.5 78.8 1.0 0.0 2.6

全体 714 2.7 4.6 12.9 18.2 57.0 1.8 0.1 2.7

男性 319 3.1 6.0 16.0 22.6 48.3 1.3 0.3 2.5

女性 392 2.3 3.6 10.5 14.5 64.0 2.3 0.0 2.8

全体 714 2.1 3.8 13.2 21.8 54.3 1.1 0.4 3.2

男性 319 3.4 6.0 16.6 21.3 48.0 0.6 0.6 3.4

女性 392 1.0 2.0 10.5 21.9 59.7 1.5 0.3 3.1

全体 714 2.8 3.1 9.4 15.1 64.7 1.5 0.3 3.1

男性 319 4.1 3.4 10.7 17.9 58.9 1.6 0.3 3.1

女性 392 1.8 2.8 8.4 13.0 69.1 1.5 0.3 3.1

全体 714 0.0 0.4 11.6 19.9 38.7 0.1 23.7 5.6

男性 319 0.0 0.3 13.5 23.8 31.0 0.3 24.1 6.9

女性 392 0.0 0.5 10.2 16.8 44.6 0.0 23.2 4.6

全体 714 0.3 2.8 18.3 21.6 28.2 0.3 23.1 5.5

男性 319 0.0 4.1 21.3 25.1 18.5 0.3 23.8 6.9

女性 392 0.5 1.8 16.1 18.9 35.7 0.3 22.4 4.3

全体 714 1.3 3.8 9.4 14.6 39.6 0.4 25.6 5.3

男性 319 1.9 5.6 13.2 17.9 27.3 0.6 27.0 6.6

女性 392 0.8 2.3 6.1 12.0 49.7 0.3 24.5 4.3

全体 714 8.1 19.0 20.7 16.1 21.7 1.4 9.4 3.5

男性 319 14.1 21.6 19.4 15.0 14.1 1.6 10.0 4.1

女性 392 3.1 16.8 21.7 17.1 28.1 1.3 8.9 3.1

全体 714 1.3 2.7 11.6 15.0 21.3 1.0 41.7 5.5

男性 319 1.9 4.1 12.9 15.0 15.7 0.6 42.9 6.9

女性 392 0.8 1.5 10.7 15.1 25.8 1.3 40.8 4.1

全体 714 6.6 9.1 11.6 16.4 51.8 0.4 0.7 3.4

男性 319 6.3 11.0 13.2 16.3 48.3 0.3 0.3 4.4

女性 392 6.9 7.7 10.5 16.3 54.6 0.5 1.0 2.6

全体 714 24.8 18.8 23.2 2.5 3.9 0.4 22.3 4.1

男性 319 21.9 19.1 27.3 2.2 3.8 0.0 21.0 4.7

女性 392 27.3 18.4 20.2 2.8 4.1 0.8 23.2 3.3

全体 714 1.5 6.2 40.8 13.4 9.7 0.3 23.2 4.9

男性 319 2.2 5.6 44.2 11.6 6.6 0.6 23.2 6.0

女性 392 1.0 6.6 37.8 15.1 12.2 0.0 23.2 4.1

全体 714 2.4 3.5 22.1 13.0 10.8 0.7 42.9 4.6

男性 319 3.4 3.8 24.1 11.6 6.9 0.3 43.9 6.0

女性 392 1.5 3.3 20.7 14.3 13.8 1.0 41.8 3.6

洗濯

育児

子どもの教育

ＰＴＡ（学校行事など）
への参加

地域活動への参加

家
事
等
の
分
担

最
終
決
定
者

家事等の内容

表2-2　家庭内での役割分担と意思決定

標本数

食料品などの買い物

食事のしたく

家計費の管理

土地、家屋の購入

子どもの
教育方針や進路

介護問題

食後の片づけ

高齢者の世話・介護

掃除
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３．男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要

なこと 

 

問５ 今後、男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためには、ど

のようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで）  

 

▼ 重要視されている「夫婦や家族間でのコミュニケーション」 

 

 男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加するために必要なことについて質

問したところ、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかる」が最も多く 50.1%

であった。次いで「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす」

が 38.0%、「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持て

るようにする」が 34.9%となっている。 

 性別にみると、男性では「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間

をより多く持てるようにする」の比率（男性 39.5%、女性 32.2%）が女性と比べて高く、

男性は家事や子育てへの参加に対して、仕事が占める時間の長さを弊害に感じていること

がわかる。 

 年代別にみた場合の特徴としては、「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以

外の時間をより多く持てるようにする」に関して、50 歳代以下の回答率が高い傾向にあり、

現役世代の男性が家事、子育て、介護、地域活動に参加するには、参加のための時間の確

保が必要と考えているようである。 
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図 2-3 男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこと  

 

 

 

50.1

38.0

34.9

29.8

21.2

19.7

12.9

12.5

11.6

7.7

3.0

1.6

3.9

51.1

41.6

38.1

33.4

20.9

21.6

12.8

12.0

11.9

7.7

1.9

2.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかる

男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにする

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地域活動についても、その評価を高める

男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を高めるよう啓発や情報提供を行う

夫婦の役割分担などについての当事者の考え方を、年配者やまわりの人が尊重する

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、男性が相談しやすい窓口を設ける

男性が子育てや介護、地域活動を行うための仲間（ネットワーク）づくりをすすめる

国や地方自治体などの研修等により男性の家事、子育て、介護等の技能を高める

男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくす

その他

特に必要なことはない

わからない

長崎県調査（R1年）

（n=1028）

長崎県調査（H26年）
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人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1028 38.0 7.7 50.1 19.7 29.8 34.9 21.2 11.6 12.5 12.9 3.0 1.6 3.9 3.8

男性 408 37.0 6.4 51.5 15.7 28.9 39.5 20.1 12.3 12.3 12.0 3.4 2.2 2.9 2.9

女性 593 39.8 8.3 48.7 22.9 30.7 32.2 21.8 11.5 13.0 13.7 2.9 1.2 4.6 4.0

２０歳代 56 39.3 8.9 48.2 23.2 19.6 42.9 16.1 16.1 14.3 12.5 1.8 3.6 0.0 0.0

３０歳代 94 36.2 8.5 59.6 18.1 36.2 50.0 14.9 12.8 13.8 5.3 2.1 1.1 3.2 2.1

４０歳代 159 35.8 5.0 47.2 23.3 39.6 40.3 20.1 14.5 12.6 8.2 9.4 0.6 2.5 0.6

５０歳代 181 36.5 7.7 48.6 21.5 36.5 43.6 18.2 8.3 13.3 13.8 1.7 1.1 2.8 3.9

６０歳代 240 43.8 10.0 52.5 18.3 29.2 33.8 22.5 10.0 15.0 12.9 2.9 0.4 2.9 2.9

７０歳以上 279 36.6 6.5 47.0 17.9 21.5 21.5 25.8 12.9 9.3 17.9 1.1 3.2 7.5 6.8

標本数

年代別

性別

全体

表2-3　男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこと


